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　　　　　　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２１年　10月　3日　(土)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　佐々木　美香　　　記録者　山地　孝志

	小向
	上野(厚)
	スバベイ
	戸賀沢
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	小笠原(香)

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	公休
	病欠
	公休
	業務
	Ｃ留守
	準夜
	公休

	三浦
	佐々木
	川守田
	平間
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深夜
	○
	深夜
	○
	公休
	公休
	深夜
	Ｄ留守
	○

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
	小笠原(麻)
	出貝
	横町
	前田
	板橋

	準夜
	公休
	CD留守
	Ａ留守
	公休
	準夜
	○
	公休
	業務

	田中
	鈴木
	盛田
	山下
	天間
	庭田

	公休
	公休
	業務
	○
	学校
	公休


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・　受け持ち患者様のカルテチェック本日までとなっています。患者様ファイルに綴っているカルテ内容と綴り順について、各自責任を持って確認しましょう。そして、漏れのないよう記録するよう心掛けていきましょう。

　　また、7月分のカルテについては病棟患者様ファイルから外し、保管室で管理するように庶務チームへ依頼しなければなりません。そのため、カルテ内容を漏れの無いようにチェックし、病棟専用の庶務提出依頼ＢＯＸに提出をお願いします。

　　全患者様の分が確認取れ次第、担当スタッフが庶務チームへ７月分のカルテ保管を依頼します。

· 山田ＳＷより

退院された　山田　典子様の件について

弟嫁様より、10月6日（火）に八戸へ帰省し、山田　典子様の手続きを行う予定でしたが、弟様に不幸事があり、当日には来る事が出来なくなったとの事。

転院された室岡整形外科病院には電話連絡し、了解は得ているとの事。落ち着いた時に青南病院へも連絡を頂き、手続きに関しての日程調整を実施するとの事です。

＜患者様連絡事項・ＮＣＰ評価・検討＞

・北山　和子様～　身体機能の低下により、現在椅子への座位保持時間が短くなって来ています。その為、椅子からのずれ落ちも見られて来ています。

　　　　　　　　座位で過ごされている際の様子観察と対応をお願いします。ずれ落ちが見られた際は、座り直しの介助を実施し、何度も介助が必要となる場合は、ホールソファーやマットレス使用にて過ごして頂き、椅子からの転落防止、ご本人様にとって安楽な姿勢で過ごして頂くよう対応していきましょう。

なお、座位保持機能の低下により、現在の排泄介助方法についても

検討しています。現在、日中に関しては、身体機能の維持や排泄に関しての尊厳を重要と考えトイレでの排泄介助を実施しています。

しかし、身体機能の低下によりトイレでの便座からの転落の危険に加え、本人様の体力を考えるとトイレでの排泄は難しくなっている状況です。その為こまめに排泄状況を確認しオムツ交換での方法が本人様にとって安心・安楽に排泄できると思われます。

夜間はオムツ交換での排泄で納得でき対応出来ている状況です。その事も踏まえ、日中もオムツ使用でこまめに排泄状況の確認を実施していき様子を見ていきます。安全・安楽に排泄できるような方法を今後も検討し考えていきます。

以前に仙骨部に褥瘡があった方ですので、皮膚状態の観察を怠らず、新たな褥瘡を作る事の無いよう、清潔保持にも気を配り排泄状況の確認をしていきましょう。

・工藤　豊様～２、３日前より精神症状の不安定さあり。易怒性や口調の強さが見られて

　　　　　　　きています。現在の対処方法としては、他者トラブルのないよう静かな環境を提供することが挙げられます。

　　　　　　　　粗暴行為や備品に対するこだわりが見られてきた際は、本人様とスタッフとの関わりや介入にて、落ち着いて過ごして頂く環境を提供する事で、精神症状の安定を図っていきましょう。必要時は主治医へ報告し対応していきます。

・和田　敦子様～自身の身辺整理が出来ず、おやつ時間に提供した物をチェストの中や　　　　　　　

　洗面台の下へ保管している事があります。

　　Ａユニット業務に担当となったスタッフは、おやつ時間には必ずホールで摂取して頂く事を話し、食べて頂いて下さい。また、定期的に身辺整理の介入も図っていきましょう。　　　　　

＜SST評価・検討＞
・Ａユニット　　

SSTとは？

ウォーミングアップ：しりとり

テーマ：短期目標設定

＜患者様の様子＞　

・田端　玲子様～居眠り多くみられ、その都度介入要しています。

・佐々木　栄子様～内容に関しての理解乏しいですが、スタッフの問いかけには、笑顔で反応しています。　

・木ノ下　ツヨ様～終始表情良く、短期目標スムーズに決めて発表する事出来ています。

・中村　清枝様～本日初参加です。見学を勧めてみましたが、本人の参加意欲もあり、集中し取り組まれています。目標に関しても「患者様の名前を覚えて話をする」とＳＳＴの内容を理解した目標を自主的に決めています。

　　　　　　　　本人様の負担とならないよう、少しずつ焦らず取り組んで良い事を伝えています。

＜総括＞　欠席なく皆様参加されています。本日は１０月初回のSSTであり短期目標

の設定をしています。殆どの患者様が、自分で内容を決め、はっきりとし

た声で発表する事出ています。考えが浮かばない患者様は、助言にて目標を

設定する事出来ています。

・Ｂユニット　　

SSTとは？

ウォーミングアップ：最近のニュース

テーマ：短期目標設定

　患者様の様子　

・若松　高様～表情良く参加されています。

　・荒谷　正毅様～スタッフと一緒に短期目標を決めています。

　　　　　　　　　うつむいている事多く、ぼんやりとしています。　　

＜総括＞　スタッフ側で、目標設定に対して選びやすいように提示しています。その事で、比較的スムーズに実施出来ています。今後も目標設定時には患者様が目標を設定しやすいよう工夫し、取り組んでいきます。

・ＣＤユニット　　

SSTとは？

テーマ：短期目標設定と確認

患者様の様子　

・五十嵐　タイ様～表情の冴えなさ見られる事あります。しかし、最後まで参加す

る事できています。短期目標は「人と人との挨拶」と発表されています。

・向山　忠義様～先週より導入。短期目標について、スタッフと一緒に決めています。

　　　　　　　　

＜総括＞　全体的に和やかな雰囲気の中で進行する事できています。短期目標の設定に

関しては本人の活動範囲に合わせ、内容が理解できる物をスタッフと一緒に

設定しています。

　　　

＜ＳＳＴ実施患者様グループ変更・検討＞

・小笠原　芳郎様～現在Ｂグループ→Ａグループへ

理由：本人様の認知能力や残存能力、ＳＳＴ実施の意欲等を引き出す為にはＡグルー

プでの実施が良いと考えられる。

　試験的に来週Ａグループで実施してみて、様子を見て判断する事とします。







